
JP138 机島（つくえじま） 

福岡県：福岡市 

位置 N 33°41′ E 130°13′ 

面積 5ha 

 

環境構成【島嶼／森林】 

机島は、博多湾の入り口に位置する玄界島の南西にあ

り、大机島と小机島の二つの島からなる。柱島は玄界

島の北にある。植生は、クロマツ、トベラ、ハマヒサ

カキ、ハマビワなど海岸でみられる植物が多い。大机

島北側の崖地や柱島の崖地は、ウミウやヒメウなど多

くの海鳥が休憩地として利用している。なお、大机島

や柱島は、2005年３月の福岡西方沖地震により、島の

上部が地滑りをおこして地形が一部変化した。 

 

選定理由 

A1 カンムリウミスズメ・ウチヤマセンニュウ 

 

保護指定 

サイトの全域（90％以上）に法的な担保がある 

＜保護指定の内容＞ 

都道府県立自然公園、自然環境保全地域 

 

保全への脅威 

・釣り人の上陸に伴うドブネズミの侵入 

・水質汚染などによる餌生物の減少 

 

鳥類の個体数、生息環境の現状 

・IBA サイトにおける重要な鳥類（IBA 選定基準種）の個体数の変化 

不明 

・IBA 基準種の個体数のカウント調査実施の有無：無 

・IBA 選定基準種の個体数に影響するような、IBA サイト内の重要な生息環境の変化： 

 変化はない 

・IBA 選定基準種の生息環境：  

写真提供：田村耕作 



良好（全域、もしくは 90％以上が最適の状態） 

・IBA エリアの保全管理計画の有無：有 

 

保全活動 

なし 

 

見られる鳥 

冬期は多くの海鳥が休息地として利用している。カワウ、ウミウ、ヒメウなどの他、カモメ

の仲間や、ミサゴやハヤブサが多く観察される。 

夏鳥 ウチヤマセンニュウ 

冬鳥 
カワウ、ウミウ、ヒメウ、クロサギ、ウミアイサ、セグロカモメ、オオセグロカ

モメ、ウミネコ、オオハム、シロエリオオハム 

 

関連団体・自治体・施設等 

・日本野鳥の会 福岡支部  

 



 


